
チェック項目

①子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 4%

②職員の配置数や専門性は適切か

③事業所の設備等はスロープや手すりの設置などバリアフ

リー化の配慮が適切になされているか

④子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で

個別支援計画が作成されているか

⑤活動プログラムが固定化されないよう工夫されているか

連携
⑥放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子ども

と活動する機会があるか

⑦支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がなされた

か

⑧日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達

の状況や課題について共通理解が出来ているか

⑨保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が行わ

れているか
4%

⑩父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催により保護者

同士の連携が支援されているか

⑪子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備す

るとともに、子どもや保護者に周知し、苦情があった場合に

迅速かつ適切に対応しているか

4%

⑫子どもや保護者との意思疎通や情報伝達のための配慮がな

されているか

⑬定期的に会報やホームページ等で活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果を発信してい

るか

⑭個人情報に十分注意しているか 4%

⑮緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアルを策定し、保護者に周知・説明されているか

⑯非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要

な訓練が行われているか

⑰子どもは通所を楽しみにしているか 4%

⑱事業所の支援に満足しているか 4%

令和3年度児童発達支援・放課後等デイサービス　事業所自己評価及びアンケート結果対比表

事業所評価 利用者評価

環境面

17%
どちらとも

（33％）

いいえ

（50％）
はい（96％）

はい（50％）
どちらとも

（50％）

適切な支

援の提供

はい（83％） 17%       はい（100％）

はい（83％）

      はい（100％）

はい（67％） 17% 17% はい（100％）

はい（83％） 17% はい（96％）

どちらとも

（67%）

17%       はい（92％） 8%

どちらとも（50%） いいえ(50%) はい（38％）
どちらとも

（50％）

いいえ

（13%）

33% はい（17％） どちらとも（71％）
いいえ

（13%）

はい（83％） 17% はい（96％）

はい（83％） 17% はい（100％）

はい（67％） 17%
いいえ

17％
はい（86％）

どちらとも

（14％）

はい（100％） はい（96％）

非常時の

対応

はい（50％） どちらとも（50％） はい（71％）
どちらとも

（29％）

はい（67％） 17% 17%

説明責任

はい（83％） 17% はい（100％）

はい（100％） はい（100％）

はい（83％）
どちらとも

（17％）

その他

はい（96％）

はい（96％）

※無回答はどちらともいえないで集計



ご意見

・自分に余裕がなく、プリントをいただいてもわからないものもあるので、申し訳なく思います。

・毎回おやつの色々な対応、本当にありがとうございます！丁寧な連絡帳もいつも読むのが楽しみです。

・いつもきめ細かく丁寧に見ていただけて大変ありがたく思っています。行事等もやっていただき、出来ないことも多いので助かります。

▶上記アンケートに対しての意見（保護者）

③に対する意見…いつも手厚く見てくださり、ありがとうございます。

⑥に対する意見…コロナ禍なこともあり、外部との接触は難しいのかなと思います。

⑩に対する意見…松戸市外に住んでいるので、松戸の親の会には参加していない　

⑮に対する意見…よく理解していません

⑰に対する意見…とても楽しみにしています。　

⑱に対する意見…いつも細やかな対応をしていただきありがとうございます。

⑥、⑭、⑮に対する意見…よくわからない

⑤、⑥、⑨、⑩、⑬、⑭、⑯に対する意見…利用期間がまだ短いためわかりません。

▶上記アンケートに対しての意見（スタッフ）

①に対しての意見…ボールプールがスペースを占領しているため検討したほうがいいのでは。狭くなる時がある。

③に対しての意見…欲を言えばあれこれあるが、最低限のことは出来ている

⑥に対しての意見…コロナの影響で出来ていなかった

⑯に対しての意見…実施しているが定期的に行う必要がある

自己評価とアンケートについて

事業所の強みと改善点

改善に向けた取り組み

　　　　　　　　　　　　　　長期休暇中時等の活動スペースの確保

・子どもは「今日はぷらすさんだよ」にニヤリと喜ぶくらい通所を楽しみにしています。季節ごとの創作などもしていただいて親も楽しいです。本当に

　　　　　　　　コロナの現状では交流は難しいと思います。

　　　　　　　　コロナ禍もありお話し伺ったりする機会がなくて寂しいです

　　　　　　　　長期休みになると、中々入れないのが…もっと通えるといいのですが。

　今年度も引き続き、感染症の流行にて外部との交流の機会や保護者会の実施など行えなかったことがアンケートの結果に繋がってしまったと考えております。今後の取り組み

としましては感染防止に勤めながら、保護者間、外部との交流が少しづつできるよう取り組んで行きます。感染が落ち着いてきたら保護者会の開催等も検討していきます。

引き続き子供たちの経験の幅の広がりに繋がるよう、多職種による関わりにて必要な支援の提供が安全に行えるよう整備を図っていきます。

　　　　　　　　　公園で出会いを少しの交流はあるが現状からは出来ていない

共通点

相違点

環境面に関しては相違が大きかった。

職員の配置数は充実しており、利用者に対する個

別の支援の提供や、保護者間、スタッフ間の共通

理解はおおむね個人に合わせた支援が出来ている

と思われます。

・今年も引き続き、コロナの影響で保護者

同士の連携支援、利用者の地域との関わり

は少なくなってしまったことがアンケート

に反映されていると思われます。

・非常時の対策などは年に一度避難訓練を

実施はしているが、開催する回数など再度

検討が必要であると考えます。緊急時対応

マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアルを策定し、保護者に周知・説明

については、説明が不十分になってしまっ

ているようです。

・施設内のスペースの確保に関しては、こ

どもたちが広々と使い遊べるように、室内


